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主な項目

御柱から張り出した「めどてこ」に鈴なりの氏子（上社）

国有林材、十六本が御柱に
三年前の見立てから始まった祭りが幕を閉じました
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［
総
務
課
］
平
成
二
十
八
年
四
月
十
一
日
十
二

日
の
二
日
間
、
独
立
行
政
法
人
国
際
協
力
機
構

の
実
施
す
る
「
イ
ラ
ン
国
参
加
型
森
林
・
草
地

管
理
能
力
強
化
研
修
コ
ー
ス
」
の
研
修
生
六
名

が
当
局
を
訪
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
研
修
は
、「
イ
ラ
ン
国
で
２
０
１
０
年

か
ら
実
施
し
て
い
る
「
チ
ャ
ハ
ー
ル
マ
ハ
ー

ル
・
バ
フ
テ
ィ
ヤ
ー
リ
州
参
加
型
森
林
草
地

管
理
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
の
現
場
で
の
活
動
の
持

続
性
を
高
め
る
こ
と
を
目
的
と
し
、
そ
の
研
修

の
中
の
一
環
と
し
て
、
日
本
の
森
林
行
政
組
織

体
制
、
住
民
参
加
に
よ
る
森
林
保
全
管
理
へ
の

取
り
組
み
に
つ
い
て
講
義
や
現
地
視
察
を
行
い

ま
し
た
。

　

一
行
は
、
イ
ラ
ン
国
の
林
野
庁
に
あ
た
る
行

政
機
関
の
職
員
で
、
リ
ー
ダ
ー
は
イ
ラ
ン
国
・

自
然
資
源
流
域
管
理
局
の
局
長
（
地
方
森
林
管

理
局
局
長
に
相
当
）
ア
リ
・
モ
ハ
ン
マ
デ
ィ
モ

ガ
ダ
ン
さ
ん
で
す
。

　

研
修
生
は
新
島
局
長
を
表
敬
し
た
の
ち
、
早

速
講
義
に
移
り
、
保
全
課
松
元
課
長
か
ら
の
国

有
林
管
理
の
手
法
に
つ
い
て
の
説
明
を
皮
切
り

に
、
中
部
局
の
概
要
説
明
（
組
織
、
人
員
、
予

算
、
研
修
）
等
の
説
明
を
行
い
ま
し
た
。
一
日

目
の
中
部
局
の
予
定
は
午
前
中
の
み
で
し
た

が
、
研
修
生
は
説
明
に
真
剣
に
耳
を
傾
け
、
予

定
時
間
を
過
ぎ
て
も
質
問
が
多
く
出
さ
れ
、
昼

食
時
間
を
短
縮
し
て
午
後
は
長
野
県
林
務
部
へ

移
動
さ
れ
ま
し
た
。

　

二
日
目
は
、
北
信
署
管
内
の
大
峯
山
国
有
林

へ
現
地
視
察
に
出
か
け
、
北
信
署
担
当
者
か
ら

境
界
、
貸
付
地
や
共
用
林
野
、
契
約
の
状
況
な

ど
現
地
を
視
察
し
な
が
ら
説
明
を
し
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
北
信
森
林
管
理
署
へ
移
動
し
川
村

署
長
か
ら
署
の
概
要
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。

　

研
修
生
か
ら
の
強
い
要
望
が
あ
り
、
予
定
に

は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
が
事
務
室
内
の
見
学
も

行
い
ま
し
た
。
車
の
配
車
表
や
パ
ソ
コ
ン
の

デ
ィ
ス
プ
レ
ー
の
二
台
使
い
、
机
の
配
置
な
ど

大
変
感
心
し
て
見
学
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

　

こ
の
日
も
午
前
中
の
予
定
で
し
た
が
、
質
問

が
途
切
れ
ず
お
昼
時
間
に
ず
れ
込
む
と
と
も

に
、
事
務
室
の
見
学
が
昼
食
時
間
と
な
っ
て
し

ま
い
北
信
署
の
方
々
へ
事
務
局
よ
り
お
詫
び
が

あ
り
ま
し
た
。

　

こ
の
研
修
後
、
引
き
続
き
研
修
が
実
施
さ
れ

た
と
の
こ
と
で
す
が
、
そ
れ
ら
と
併
せ
て
研
修

内
容
が
イ
ラ
ン
・
イ
ス
ラ
ム
共
和
国
の
森
林

行
政
の
発
展
に
活
か
さ
れ
る
よ
う
願
っ
て
い
る

と
こ
ろ
で
す
。

 

［
名
古
屋
事
務
所
］
岐
阜
県
森
林
技
術
開
発
・

普
及
コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム
（
以
下
、「
コ
ン
ソ
ー

シ
ア
ム
」
と
い
う
）
バ
イ
オ
マ
ス
利
用
ワ
ー

キ
ン
グ
グ
ル
ー
プ
（
以
下
、「
ワ
ー
キ
ン
グ
グ

ル
ー
プ
」
と
い
う
）
が
四
月
二
十
二
日
、
岐
阜

県
郡
上
市
「
明
宝
温
泉
湯
星
館
」
に
お
い
て
、

平
成
二
十
八
年
度
第
一
回
セ
ミ
ナ
ー
を
開
催
し

ま
し
た
。

　

こ
の
コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム
は
「
岐
阜
県
の
森

林
・
林
業
・
木
材
産
業
に
関
す
る
県
民
か
ら
の

技
術
的
な
相
談
に
対
応
す
る
と
と
も
に
、
産
官

学
連
携
・
海
外
連
携
に
よ
る
、
共
同
研
究
・
開

発
、
交
流
・
研
修
に
よ
り
新
た
な
技
術
の
開
発

や
そ
の
普
及
を
図
る
」
こ
と
を
目
的
と
し
て
、

関
係
す
る
企
業
・
団
体
等
を
会
員
と
し
て
平
成

二
十
六
年
九
月
に
設
置
さ
れ
た
も
の
で
す
。

　

当
日
は
「
バ
イ
オ
マ
ス
利
用
」
に
関
す
る

ワ
ー
キ
ン
グ
グ
ル
ー
プ
に
四
十
名
余
り
の
会
員

が
集
ま
り
、
名
古
屋
事
務
所
か
ら
も
二
名
が
参

加
し
ま
し
た
。

　

こ
の
ワ
ー
キ
ン
グ
グ
ル
ー
プ
は
、
県
内
各
地

域
で
木
質
バ
イ
オ
マ
ス
利
用
の
可
能
性
を
検
討

し
、
賦
存
す
る
森
林
資
源
を
有
効
活
用
す
る
こ

と
に
よ
り
地
域
を
活
性
化
す
る
こ
と
を
目
的
に

進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

セ
ミ
ナ
ー
で
は
、
ワ
ー
キ
ン
グ
グ
ル
ー
プ

リ
ー
ダ
ー
の
㈱
丸
光
イ
ト
ウ
代
表
取
締
役
伊
藤

峰
由
氏
か
ら
開
催
の
挨
拶
が
あ
っ
た
の
ち
、
木

質
バ
イ
オ
マ
ス
ボ
イ
ラ
ー
等
の
施
設
見
学
を
行

い
ま
し
た
。
見
学
施
設
で
あ
る
「
名
宝
温
泉
湯

星
館
」
は
木
質
バ
イ
オ
マ
ス
利
用
施
設
等
整
備

加
速
化
事
業
エ
ネ
ル
ギ
ー
導
入
事
業
に
よ
り
、 講演・意見交換会の様子

新島局長を表敬

説明に真剣に聞き入る研修生

イ
ラ
ン
・
イ
ス
ラ
ム
共
和
国
の

研
修
生
を
受
け
入
れ

木
質
バ
イ
オ
マ
ス
で
温
熱
利
用
！

バ
イ
オ
マ
ス
利
用
Ｗ
Ｇ

地
元
の
山
の
木
を
活
用
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市
面
積
の
９
割
を
占
め
る
森
林
資
源
を
有
効
活

用
し
て
、
間
伐
材
の
原
木
・
薪
・
チ
ッ
プ
等

の
利
用
拡
大
に
伴
う
副
業
型
林
業
に
よ
る
「
地

域
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
」
を
促
進
し
、
郡
上
市
が

目
指
す
木
質
バ
イ
オ
マ
ス
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
よ
る

地
産
地
消
シ
ス
テ
ム
の
普
及
モ
デ
ル
と
し
て
、

平
成
二
十
六
年
度
に
木
質
ボ
イ
ラ
ー
を
導
入
・

平
成
二
十
七
年
五
月
二
十
八
日
に
稼
働
を
開
始

し
ま
し
た
。

　

こ
の
木
質
ボ
イ
ラ
ー
は
４
０
０
㌔
㍗
級
以
下

の
ボ
イ
ラ
ー
で
、
郡
上
市
産
材
１
０
０
％
を
燃

料
と
し
て
使
用
し
て
お
り
、
薪
使
用
量
２
８
３

㌧
／
年
（
原
木
換
算
３
３
６
立
方
㍍
）、
チ
ッ

プ
使
用
量
４
０
９
㌧
／
年
（
原
木
換
算
５
２
８

立
方
㍍
）
の
年
間
８
６
４
立
方
㍍
の
郡
上
市
産

の
原
木
が
使
用
さ
れ
て
い
ま
す
。
原
料
の
チ
ッ

プ
に
つ
い
て
は
金
山
チ
ッ
プ
セ
ン
タ
ー
・
薪
に

つ
い
て
は
平
成
二
十
二
年
度
郡
上
市
過
疎
地
域

自
立
促
進
事
業
の
実
証
事
業
と
し
て
始
め
ら
れ

た
明
宝
山
里
研
究
会
な
ど
か
ら
供
給
さ
れ
て
い

ま
す
。

　

講
演
で
は
三
菱
Ｕ
Ｆ
Ｊ
リ
サ
ー
チ
＆
コ
ン
サ

ル
㈱
主
任
研
究
員
相
川
高
信
氏
か
ら
「
バ
イ
オ

マ
ス
利
用
に
お
け
る
全
国
の
動
向
と
岐
阜
県
に

必
要
な
取
り
組
み
」
の
講
演
が
あ
り
、
相
川
氏

か
ら
は
、
バ
イ
オ
マ
ス
利
用
に
必
要
な
取
り
組

み
と
し
て
、
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
の
育
成
や
実

証
事
業
で
の
検
証
、
バ
イ
オ
マ
ス
の
人
材
育
成

な
ど
の
必
要
性
が
ま
と
め
と
し
て
挙
げ
ら
れ
て

い
ま
し
た
。

　

今
年
度
も
引
き
続
き
、
こ
の
ワ
ー
キ
ン
グ
グ

ル
ー
プ
を
通
じ
岐
阜
県
内
の
身
近
な
森
林
資
源

を
活
用
し
地
域
の
活
性
化
を
目
指
し
た
取
り
組

み
が
進
め
ら
れ
て
い
く
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

　

地
域
毎
の
特
色
を
生
か
し
て
可
能
性
を
具
現

化
し
て
ゆ
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

 

［
南
信
署
］
数
え
で
七
年
に
一
度
の
諏
訪
大
社

（
上
社
、
下
社
）
の
御
柱
大
祭
が
四
月
か
ら
開

幕
し
ま
し
た
。

　

御
柱
大
祭
は
千
二
百
年
以
上
も
昔
か
ら
行
わ

れ
て
い
る
と
言
わ
れ
る
全
国
に
知
ら
れ
る
祭
事

で
あ
り
、
柱
を
山
か
ら
里
へ
と
曳
き
出
す
「
山

出
し
」
と
、
神
社
ま
で
の
道
中
を
曳
き
、
柱
を

各
神
殿
の
四
隅
に
建
て
る
「
里
曳
き
」
が
行
わ

れ
ま
す
。

　

こ
の
祭
り
に
使
用
さ
れ
る
柱
は
「
御
柱
」
と

呼
ば
れ
、
古
く
か
ら
相
当
太
い
モ
ミ
と
さ
れ
て

き
ま
し
た
が
、
民
有
林
で
は
用
材
の
確
保
が
難

し
く
、
今
回
の
上
社･

下
社
の
祭
り
で
使
用
さ

れ
た
十
六
本
に
つ
い
て
は
、
地
域
か
ら
の
要
請

を
受
け
、
い
ず
れ
も
当
署
管
内
の
国
有
林
か
ら

供
給
し
ま
し
た
。

　

山
出
し
は
、
御
柱
用
材
の
モ
ミ
の
大
木
を
氏

子
が
各
社
ま
で
引
き
ず
り
な
が
ら
曳
航
す
る
も

の
で
す
が
、
な
ん
と
言
っ
て
も
最
大
の
見
せ
場

は
、
急
坂
を
移
動
さ
せ
る
「
木
落
し
」
で
す
。

上
社
は
四
月
二
日
か
ら
四
日
、
下
社
は
四
月
八

日
か
ら
十
日
に
行
わ
れ
、
氏
子
を
乗
せ
た
御
柱

が
豪
快
に
滑
り
落
ち
る
と
、
観
衆
か
ら
は
大
き

な
歓
声
と
拍
手
が
湧
き
起
こ
っ
て
い
ま
し
た
。

ま
た
、
五
月
に
行
わ
れ
た
「
里
曳
き
」
に
お
い

て
有
名
な
の
は
「
建
御
柱
」
で
す
が
、
各
神
社

で
執
り
行
わ
れ
、「
山
の
モ
ミ
が
里
へ
く
だ
り

て
神
と
な
り
」
三
年
前
の
御
柱
の
見
立
て
か
ら

始
ま
っ
た
祭
が
幕
を
閉
じ
ま
し
た
。

　

祭
り
に
は
、
二
百
万
人
を
超
え
た
と
も
い
わ

れ
る
人
出
と
と
も
に
、「
国
有
林
産
の
御
柱
材
」

と
様
々
な
メ
デ
ィ
ア
で
報
道
さ
れ
た
こ
と
か

ら
、
地
域
と
の
つ
な
が
り
を
一
層
深
め
、
今
後

も
国
有
林
と
し
て
の
役
割
を
果
た
し
て
い
く
こ

と
が
必
要
と
感
じ
ま
し
た
。

木質バイオマスボイラー見学

チップサイロ見学

「
式
年
造
営
御
柱
大
祭
」

�

国
有
林
材
が
御
柱
に

各
地
か
ら
の
た
よ
り

各
地
か
ら
の
た
よ
り

山出しを待つ御柱（下社）

木落坂を豪快に滑り落ちる御柱（下社）
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が
、
階
段
の
段
差
が
高
い
箇
所
が
あ
る
た
め
、

安
全
に
快
適
に
散
策
を
楽
し
め
る
よ
う
、
階
段

と
階
段
の
間
に
丸
太
で
小
段
を
設
け
段
差
を
緩

和
し
ま
し
た
。
ま
た
、
ヒ
ノ
キ
の
根
が
地
表
に

出
て
い
る
箇
所
が
散
見
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、
こ

れ
ら
の
保
護
と
散
策
時
の
足
へ
の
負
担
を
軽
減

す
る
た
め
、
ヒ
ノ
キ
チ
ッ
プ
の
敷
き
詰
め
も
併

せ
て
行
い
ま
し
た
。
森
林
鉄
道
の
終
点
で
あ
る

丸
山
渡
停
車
場
か
ら
作
業
箇
所
ま
で
、
丸
太
や

チ
ッ
プ
材
の
運
搬
を
何
往
復
も
す
る
な
ど
大
変

な
作
業
で
し
た
。
最
後
に
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
「
木

曽
ひ
の
き
」
の
森
副
理
事
長
よ
り
「
こ
の
作
業

に
よ
り
、
子
供
か
ら
お
年
寄
り
ま
で
歩
き
や
す

く
な
り
、
多
く
の
家
族
連
れ
に
楽
し
ん
で
い
た

だ
く
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
」
と
、
感

謝
の
挨
拶
を
い
た
だ
き
、
作
業
を
終
了
し
ま
し

た
。

 

［
総
務
課
］
局
総
務
課
で
は
、
田
中
安
全
衛
生

係
長
の
発
案
に
よ
り
４
月
か
ら
「
中
庭
ラ
ジ
オ

体
操
」
を
始
め
ま
し
た
。

　

総
務
課
の
職
員
が
中
心
と
な
り
、
中
庭
の
通

路
に
一
列
に
並
ん
で
ラ
ジ
オ
体
操
を
し
て
い
ま

す
。

　

音
楽
に
合
わ
せ
て
、
普
段
デ
ス
ク
ワ
ー
ク
で

は
使
わ
な
い
筋
肉
を
気
持
ち
よ
い
と
感
じ
る
程

度
ま
で
動
か
せ
ば
、
血
液
循
環
が
よ
く
な
り
神

経
の
働
き
も
活
性
化
し
ま
す
。

　

こ
の
ラ
ジ
オ
体
操
を
習
慣
化
さ
せ
る
こ
と

で
、
体
の
調
子
を
整
え
、
免
疫
力
を
高
め
る
こ

と
に
よ
り
仕
事
に
集
中
で
き
る
状
態
に
も
な
り

ま
す
。
一
人
で
も
多
く
の
職
員
の
参
加
を
促
す

た
め
、「
一
日
の
は
じ
ま
り
は
ラ
ジ
オ
体
操
か

ら
」
の
ス
ロ
ー
ガ
ン
旗
を
持
っ
て
、
中
庭
に
出

て
い
ま
す
。

　

実
際
に
中
庭
に
出
る
と
、
庁
舎
の
廊
下
で
体

操
す
る
各
課
の
皆
さ
ん
と
向
き
合
う
形
に
な

り
、
そ
の
姿
を
見
て
「
今
日
も
仕
事
が
ん
ば
ろ

う
」
と
い
う
気
持
ち
に
な
り
ま
す
。

　

ま
た
、
各
署
等
で
も
ラ
ジ
オ
体
操
が
行
わ
れ

て
い
る
と
思
う
と
、
繋
が
っ
て
い
る
気
が
し
て

元
気
に
な
り
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
も
ラ
ジ
オ
体
操
で
体
も
脳
も
起
こ

し
て
、
朝
か
ら
気
持
ち
よ
く
仕
事
を
し
、
病
気

や
け
が
を
予
防
し
ま
し
ょ
う
！

　

最
後
に
、
研
修
で
来
局
し
て
い
た
新
規
採
用

者
の
皆
さ
ん
も
自
主
的
に
飛
び
入
り
参
加
で
体

 

［
木
曽
署
］
四
月
十
九
日
、
平
成
二
十
八
年
度

の
赤
沢
自
然
休
養
林
の
開
園
を
四
月
二
十
九
日

に
控
え
、
長
野
林
業
土
木
協
会
木
曽
支
部
、
赤

沢
渓
谷
を
美
し
く
す
る
保
護
管
理
協
議
会
な
ど

の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
木
曽
森
林
管
理
署
職
員
合

わ
せ
て
約
六
十
名
が
参
加
し
、
遊
歩
道
の
整
備

と
木
曽
森
林
ふ
れ
あ
い
推
進
セ
ン
タ
ー
が
企
画

す
る
パ
ズ
ル
ラ
リ
ー
箱
の
設
置
作
業
を
行
い
ま

し
た
。

　

赤
沢
自
然
休
養
林
は
、
昭
和
四
十
四
年
に
全

国
初
の
自
然
休
養
林
に
指
定
さ
れ
、
年
間
10
万

人
を
越
え
る
観
光
客
が
訪
れ
る
全
国
で
も
有
数

の
森
林
浴
ス
ポ
ッ
ト
で
あ
り
、
森
林
浴
発
祥
の

地
で
す
。
森
林
鉄
道
の
乗
車
や
手
軽
に
楽
し
め

る
森
林
散
策
な
ど
が
大
き
な
魅
力
と
な
っ
て
い

ま
す
。

　

当
日
は
、
自
然
休
養
林
内
に
あ
る
八
コ
ー
ス

の
遊
歩
道
の
中
で
、
天
然
ヒ
ノ
キ
の
成
長
が
見

応
え
が
あ
る
と
人
気
の
「
冷
沢
コ
ー
ス
」
約

七
〇
〇
㍍
の
整
備
を
行
い
ま
し
た
。
こ
の
コ
ー

ス
は
、
木
製
の
階
段
が
設
置
さ
れ
て
い
ま
す

操
し
、
よ
い
思
い
出
に
な
り
ま
し
た
。

　

各
現
場
で
も
元
気
よ
く
体
操
さ
れ
る
こ
と
を

願
っ
て
い
ま
す
。

総
務
課　

課
長
補
佐
（
福
利
厚
生
）

◎
「
木
曽
悠
久
の
森
」
地
域
振
興
部
会

　

６
月
２
～
３
日　

木
曽
署
管
内

◎
大
臣
官
房
合
同
監
査
（
会
計
実
地
監
査
）

　

６
月
７
～
10
日　

中
部
局

◎
造
林
担
当
者
会
議

　

６
月
８
日
〜
９
日　

中
部
局

◎
森
林
管
理
局
次
長
等
打
合
せ

　

６
月
９
～
10
日　

林
野
庁

◎
森
林
計
画
担
当
者
会
議

　

６
月
９
日
～
10
日　

中
部
局

◎
「
木
曽
悠
久
の
森
」
資
源
利
用
部
会

　

６
月
16
日　
　
　

中
部
局

◎
事
業
担
当
課
長
会
議

　

６
月
23
日
〜
24
日　

林
野
庁

多
く
の
方
が
楽
し
め
る
よ
う
に

�
赤
沢
自
然
休
養
林
の
遊
歩
道
整
備

丸太で小段を設ける
作業に汗する参加者

研修中の新規採用者も飛び入り

新緑の中気持ちよくラジオ体操中

一
日
の
は
じ
ま
り
は

　
　
　ラ
ジ
オ
体
操
か
ら

お
す
す
め
し
ま
す
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［
北
信
森
林
管
理
署
戸
隠
森
林
事
務
所
］

木
内 

重
明 

地
域
統
括
森
林
官

　

戸
隠
森
林
事
務
所
は
、
戸
隠
・
鬼
無
里
・
飯

綱
高
原
か
ら
保
科
山
・
米
子
山
・
高
山
ま
で

の
、
約
一
四
、〇
〇
〇
㌶
の
国
有
林
と
小
川
村
、

千
曲
市
及
び
高
山
村
に
約
六
二
〇
㌶
の
官
行
造

林
を
管
轄
し
て
い
ま
す
。

　

戸
隠
森
林
事
務
所
が
あ
る
戸
隠
は
、
長
野
市

北
部
の
標
高
一
、〇
〇
〇
㍍
～
一
、五
〇
〇
㍍
に

広
が
る
高
原
で
、
周
辺
を
「
北
信
五
岳
」
に
も

名
を
連
ね
る
戸
隠
山
、
飯
縄
山
、
黒
姫
山
に
接

し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
地
域
は
、
日
本
海
側
気
候
、
内
陸
性
の

気
候
、
亜
高
山
帯
気
候
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
気

候
帯
や
そ
れ
ぞ
れ
の
分
布
域
の
植
物
が
見
ら
れ

る
ほ
か
、
ト
ガ
ク
シ
シ
ョ
ウ
マ
、
ト
ガ
ク
シ
デ

ン
ダ
等
の
固
有
種
も
多
い
地
域
で
す
。
ま
た
、

古
く
か
ら
戸
隠
神
社
を
中
心
と
す
る
信
仰
が
盛

ん
で
多
く
の
参
拝
客
が
訪
れ
て
い
ま
す
。
ま

た
、
そ
の
森
林
の
ほ
と
ん
ど
が
国
有
林
で
あ
る

こ
と
に
加
え
、
山
岳
景
観
や
文
化
的
景
観
が
優

れ
て
い
る
こ
と
か
ら
上
信
越
高
原
国
立
公
園
に

指
定
さ
れ
て
い
ま
し
た
が
、
二
〇
一
五
年
六
月

に
全
国
で
三
二
番
目
の
妙
高
戸
隠
連
山
国
立
公

園
と
し
て
分
離
独
立
し
ま
し
た
。

　

戸
隠
高
原
は
野
鳥
の
宝
庫
と
し
て
も
知
ら

れ
、
当
国
有
林
内
に
所
在
す
る
戸
隠
森
林
植
物

園
に
は
そ
れ
ら
を
求
め
多
く
の
野
鳥
観
察
者
や

カ
メ
ラ
マ
ン
が
訪
れ
ま
す
。
ま
た
、
冬
期
間
に

は
ス
ノ
ー
シ
ュ
ー
ト
レ
ッ
キ
ン
グ
や
ク
ロ
ス
カ

ン
ト
リ
ー
で
植
物
園
付
近
を
散
策
す
る
人
た
ち

も
た
く
さ
ん
訪
れ
ま
す
。

　

当
事
務
所
の
一
年
は
、
こ
の
植
物
園
の
除
雪

か
ら
始
ま
り
ま
す
。
例
年
歩
道
上
の
残
雪
は
二

ｍ
近
く
あ
り
除
雪
に
苦
労
し
て
い
ま
す
が
、
今

年
は
暖
冬
で
雪
が
少
な
く
、
雪
解
け
も
早
か
っ

た
こ
と
か
ら
例
年
に
比
べ
容
易
に
行
う
こ
と
が

出
来
ま
し
た
。

　

昭
和
四
十
八
年
よ
り
毎
年
四
月
に
行
わ
れ
て

い
る
地
元
中
学
生
に
よ
る
雪
上
で
の
巣
箱
掛
け

も
、
雪
の
な
い
中
で
の
作
業
と
な
り
ま
し
た
。

ま
た
、
今
年
は
例
年
よ
り
半
月
早
く
ミ
ズ
バ

シ
ョ
ウ
や
リ
ュ
ウ
キ
ン
カ
が
咲
き
始
め
、
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
に
よ
る
木
道
の
グ
リ
ー
ン
ロ
ー
プ
張

り
等
の
作
業
を
行
い
開
園
に
備
え
ま
し
た
。

　

開
園
期
間
中
は
古
く
な
っ
た
木
道
の
メ
ン
テ

ナ
ン
ス
や
草
刈
り
、
植
物
保
護
の
た
め
の
パ
ト

ロ
ー
ル
な
ど
、
き
め
細
か
な
管
理
を
行
い
ま

す
。

　

季
節
は
駆
け
足
で
春
か
ら
夏
、
夏
か
ら
秋
へ

移
り
、
そ
し
て
十
一
月
に
は
初
雪
が
降
り
冬
を

迎
え
ま
す
。
わ
ず
か
な
グ
リ
ー
ン
シ
ー
ズ
ン
の

間
に
造
林
・
生
産
・
管
理
事
業
な
ど
様
々
な
業

務
を
こ
な
さ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
ま
た
山

岳
関
係
者
で
実
施
す
る
登
山
道
の
点
検
な
ど
、

登
山
の
機
会
が
多
い
こ
と
も
こ
の
事
務
所
の
特

徴
で
す
。

　

こ
の
よ
う
に
、
戸
隠
森
林
事
務
所
で
は
年
間

を
通
じ
豊
か
な
自
然
の
中
で
季
節
の
移
り
変
わ

り
を
肌
で
感
じ
、
歴
史
あ
る
戸
隠
神
社
の
伝
統

文
化
に
も
触
れ
な
が
ら
、
ま
た
地
域
と
も
密
接

に
関
わ
り
な
が
ら
仕
事
を
し
て
い
ま
す
。

シ
リ
ー
ズ

﹁
森
林
官
か
ら
の
便
り
﹂

戸隠山の遠望

「やまぼうし自然学校」の
スノーシュートレッキング

植物園内のミズバショウ

ガールスカウトによる下刈り作業戸隠神社　七年に一度の式年大祭

地元中学生による巣箱掛け
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庭
の
小
さ
な
石

室
に
あ
る
石
仏
は

千
手
観
音
の
様
で

す
が
、
左
手
に
十

字
架
の
よ
う
な
も

の
を
捧
げ
て
い
る

と
こ
ろ
か
ら
、
マ

リ
ア
観
音
と
呼
ば

れ
て
い
ま
す
。

「
覚
明
様
」

　

須
佐
男
神
社
の
参
道
脇
に
覚
明
堂
は
建
っ
て

い
ま
す
。
覚
明
は
、
こ
の
地
で
修
業
を
し
て
い

ま
し
た
。
あ
る
日
覚
明
が
「
御
嶽
山
を
開
山
す

る
こ
と
が
で
き
れ
ば
、
再
び
帰
っ
て
く
る
こ
と

も
な
い
た
め
、
お
礼
の
印
と
し
て
こ
れ
を
授
け

る
か
ら
受
取
っ
て
く
だ
さ
い
」
と
言
っ
て
竹
筒

の
お
守
り
を
渡
し
、「
若
し
こ
の
お
守
り
を
拝

戴
し
無
事
出
産
が
叶
わ
な
か
っ
た
な
ら
ば
、
こ

の
お
守
り
を
木
曽
川
へ
投
棄
て
て
く
れ
」
と
言

い
の
こ
し
野
尻
を
後
に
し
た
と
伝
え
ら
れ
た
こ

と
か
ら
、「
安
産
」
の
評
判
を
伝
え
聞
い
て
拝

戴
を
行
う
者
が
多
く
な
っ
た
と
言
わ
れ
て
い
ま

す
。
後
に
安
産
講
と
い
う
御
嶽
講
が
信
徒
た
ち

に
よ
っ
て
組
織
さ
れ
ま
し
た
。
覚
明
堂
の
裏
に

「
野
尻
の
宿
の
七
曲
り
」

　

宿
場
町
は
外
敵
か
ら
の
侵
入
を
防
ぐ
た
め

に
、
桝
形
と
い
わ
れ
る
鍵
の
手
に
道
を
つ
く
っ

て
い
る
と
こ
ろ
が
多
い
の
で
す
が
、
野
尻
宿
は

カ
ー
ブ
を
曲
が
る
と
ま
た
カ
ー
ブ
の
繰
り
返
し

と
い
う
「
七
曲
が
り
」
と
呼
ば
れ
て
い
ま
す
。

　

木
曽
路
で
は
奈
良
井
に
つ
い
で
街
並
み
の
長

い
宿
場
で
あ
り
、
曲
が
っ
た
数
を
数
え
な
が
ら

歩
い
て
み
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

　

今
の
宿
場
の
家
並
み
は
寛
政
三
年

（
１
７
９
１
年
）
と
文
政
七
年
（
１
８
２
４
年
）

明
治
二
十
七
年
（
１
８
９
４
年
）
に
大
火
が
あ

り
、
比
較
的
新
し
い
家
が
並
ん
で
い
ま
す
が
、

高
札
場
の
跡
に
は
石
垣
が
残
っ
て
お
り
、
現
在

は
そ
の
上
に
は
民
家
が
建
っ
て
い
ま
す
。
石
垣

の
そ
ば
に
は
南
無
法
蓮
華
経
の
碑
が
あ
り
、
そ

の
台
石
は
イ
ボ
石
と
呼
ば
れ
、
こ
の
石
に
触
る

と
イ
ボ
が
と
れ
る
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

「
妙
覚
寺
」

　

宿
場
の
山
側
に
あ
る
妙
覚
寺
は
、
天
台
宗
で

あ
っ
た
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
が
、
現
在
は
臨
済

宗
妙
心
寺
派
で
享
保
十
一
年
（
１
７
２
７
年
）

に
建
て
ら
れ
た
も
の
で
す
。

は
、
霊
神
碑
が
数
多
く
み
ら
れ
、
パ
ワ
ー
ス

ポ
ッ
ト
を
感
じ
さ
せ
る
神
秘
的
な
場
所
で
す
。

　

ま
た
、
須
佐
男
神
社
の
社
叢
は
村
指
定
の
天

然
記
念
物
で
あ
り
、
参
道
付
近
は
モ
リ
ア
オ
ガ

エ
ル
の
生
息
地
で
も
あ
り
ま
す
。、
産
卵
時
期

は
大
変
貴
重
で
、
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
サ
イ
ズ
の
白

い
泡
が
木
陰
の

中
で
見
え
隠
れ

し
て
い
ま
す
。

「
阿
寺
の
渓
谷

と
森
林
」

　

阿
寺
の
清
流

は
、
ど
ん
な
に

雨
が
降
っ
て
も
濁
る
こ
と
が
な
い
と
言
わ
れ
て

い
ま
す
。
エ
メ
ラ
ル
ド
グ
リ
ー
ン
の
清
流
の
源

は
、
顔
を
洗
う
だ
け
で
美
肌
に
な
る
と
い
う
伝

説
の
湧
水
も
あ
り
、「
美
顔
水
」
と
言
わ
れ
て

い
ま
す
。

　

皇
室
の
財
産
で
あ
っ
た
御
料
林
時
代
の
明
治

二
十
二
年
（
１
８
８
９
年
）
に
木
曽
支
所
阿
寺

伐
木
事
業
所
を
設
け
、
最
も
早
く
大
正
十
二
年

（
１
９
２
３
年
）
野
尻
森
林
鉄
道
が
引
か
れ
ま

し
た
が
、
森
林
鉄
道
は
当
時
の
面
影
を
残
し
昭

和
四
十
一
年
（
１
９
６
６
年
）
六
十
余
年
の
歴

史
に
幕
を
下
ろ
し
ま
し
た
。

　

渓
谷
内
に
は
広
大
な
木
曽
ヒ
ノ
キ
の
原
生
林

が
残
り
隣
接
の
赤
沢
国
有
林
と
な
ら
ん
で
木
曽

谷
中
で
も
指
折
り
の
美
林
と
し
て
凛
と
し
た
姿

を
残
し
て
い
ま
す
。

　

秋
の
紅
葉
も
美
し
く
、
特
に
ベ
ニ
マ
ン
サ
ク

の
真
紅
の
紅
葉
は
素
晴
ら
し
く
、
清
流
と
の
景

観
は
心
を
癒
し
て
く
れ
ま
す
。
ま
さ
に
、「
阿

寺
渓
谷
」
は
三
大
美
「
美
林
」・「
美 

顔
水
」・「
美

心
」
と
渓
谷
の
美
を
満
喫
し
、 

訪
れ
た
人
を
楽

し
ま
せ
て
く
れ
ま
す
。

◆
ア
ク
セ
ス

【
自
家
用
車
】
中
央
自
動
車
道
中
津
川
Ｉ
Ｃ
～

国
道
１
９
号
線
経
由
で
約
１
時
間
。

【
公
共
交
通
機
関
】
Ｊ
Ｒ
中
央
線
野
尻
駅
下 

車
。

◆
お
問
い
合
わ
せ

長
野
県
木
曽
郡
大
桑
村
観
光
協
会

Ｔ
Ｅ
Ｌ 

０
２
６
４-

５
５-

４
５
６
６

高札場の跡

覚明堂阿寺渓谷

今も残る森林鉄道跡

モリアオガエルの卵

マリア観音


